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台
北
駐
日
経
済
文
化
代
表
処
代
表

と
の
肩
書
を
も
つ
謝
長
廷
は
、
実
質

的
に
台
湾
駐
日
大
使
の
役
割
を
担
っ

て
い
る
。
首
相
に
あ
た
る
行
政
院
長

を
歴
任
し
た
大
物
政
治
家
で
、
16
年

か
ら
東
京
を
拠
点
に
し
て
い
る
。
謝

長
廷
は
あ
え
て
習
近
平
の
主
張
に
は

触
れ
ず
、
淡
々
と
こ
う
言
っ
た
。

　
「
自
由
と
民
主
主
義
、
基
本
的
人

権
を
尊
重
す
る
普
遍
的
な
価
値
や
、

法
が
支
配
す
る
社
会
と
国
際
法
に
基

づ
く
国
際
秩
序
を
擁
護
す
る
台
湾
も

日
本
も
、
そ
し
て
地
球
上
の
誰
も
が

心
か
ら
願
う
の
は
戦
火
に
ま
み
れ
る

こ
と
の
な
い
『
平
和
』
だ
。
こ
れ
こ

そ
が
世
界
の
『
核
心
的
利
益
』
で
は

な
い
か
」

　

ロ
シ
ア
に
よ
る
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻

を
引
き
合
い
に
出
す
ま
で
も
な
く
、

武
力
行
使
に
よ
る
一
方
的
な
現
状
変

更
の
試
み
を
「
核
心
的
利
益
」
と
し

て
正
当
化
す
る
強
権
主
義
国
家
を
戒

め
、
軍
事
紛
争
を
決
し
て
起
こ
さ
せ

な
い
「
平
和
」
へ
の
努
力
こ
そ
が
国

際
社
会
に
求
め
ら
れ
て
い
る
、
と
の

主
張
だ
。

　

謝
長
廷
が
い
わ
ば
習
近
平
の
主
張

を
逆
手
に
と
っ
た
発
言
を
始
め
た
の

は
23
年
の
年
明
け
か
ら
だ
。
お
そ
ら

く
前
年
末
の
12
月
30
日
に
習
近
平
と

ロ
シ
ア
大
統
領
、
プ
ー
チ
ン
が
行
っ

た
オ
ン
ラ
イ
ン
会
談
を
意
識
し
た
も

の
だ
ろ
う
。
習
近
平
は
「
互
い
の
『
核

心
的
利
益
』
を
め
ぐ
る
問
題
で
手
を

携
え
て
外
部
勢
力
の
干
渉
に
抵
抗
せ

ね
ば
な
ら
ぬ
」
と
、
プ
ー
チ
ン
と
の

共
闘
姿
勢
を
ア
ピ
ー
ル
し
た
。

　

中
国
外
務
省
は
今
年
２
月
24
日
、

ロ
シ
ア
と
ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
仲
裁
案
を

公
表
し
た
。
核
兵
器
の
使
用
に
反
対

し
、
双
方
に
「
停
戦
」
を
呼
び
か
け
、

３
月
20
日
に
は
習
近
平
が
ロ
シ
ア
の

と
い
う
意
味
で
は
な
さ
そ
う
だ
。

　

一
方
、
謝
長
廷
は
こ
う
も
話
す
。

「
憲
法
で
定
め
た
平
和
主
義
の
日
本

こ
そ
世
界
平
和
の
リ
ー
ダ
ー
と
し
て

正
々
堂
々
、
前
向
き
に
行
動
す
べ
き

と
き
。
台
湾
も
ア
ジ
ア
も
日
本
の
リ

ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
に
強
く
期
待
し
て
い

る
」。
こ
の
発
言
は
来
月
の
先
進
７

カ
国
首
脳
会
議
（
Ｇ
７
サ
ミ
ッ
ト
）

が
念
頭
に
あ
る
。

　

Ｇ
７
で
日
本
は
唯
一
、
ア
ジ
ア
の

国
だ
。
世
界
最
初
の
被
爆
地
、
広
島

で
開
か
れ
る
サ
ミ
ッ
ト
に
お
い
て
、

ロ
シ
ア
や
中
国
の
よ
う
な
強
権
主
義

国
家
か
ら
圧
迫
を
受
け
る
民
主
主
義

社
会
が
、
強
い
意
思
と
行
動
へ
の
決

意
を
Ｇ
７
こ
そ
が
代
表
し
て
、
明
確

に
伝
え
る
必
要
が
あ
る
、
と
言
い
た

げ
だ
。

　

か
つ
て
東
西
冷
戦
の
時
代
、
対
立

の
最
前
線
は
東
欧
と
西
欧
の
国
境
線

に
あ
り
、
東
西
に
分
断
さ
れ
東
ド
イ

ツ
域
内
の
都
市
ベ
ル
リ
ン
も
象
徴
的

で
あ
っ
た
。
し
か
し
米
中
対
立
の
新

冷
戦
が
顕
著
に
な
っ
た
現
在
、
対
立

の
最
前
線
は
地
政
学
的
に
、
台
湾
や

日
本
な
ど
東
ア
ジ
ア
に
移
っ
て
い

る
。

　

台
湾
近
海
の
み
な
ら
ず
日
本
の
沖

縄
周
辺
に
も
向
け
、
空
か
ら
海
か
ら

さ
ま
ざ
ま
な
軍
事
威
嚇
を
強
め
る
中

国
、
弾
道
ミ
サ
イ
ル
を
日
本
海
や
太

平
洋
に
着
弾
さ
せ
る
北
朝
鮮
、
ウ
ク

ラ
イ
ナ
侵
攻
で
残
虐
性
を
む
き
出
し

に
し
た
ロ
シ
ア
は
い
ず
れ
も
、
日
本

や
台
湾
を
取
り
囲
む
位
置
関
係
に
あ

る
。

　

台
北
生
ま
れ
の
謝
長
廷
は
、
京
大

大
学
院
留
学
を
経
て
、
台
湾
で
人
権

派
弁
護
士
と
し
て
名
を
は
せ
、
蒋
介

石
と
そ
の
長
男
、
蒋
経
国
が
台
湾
を

強
権
支
配
し
て
い
た
時
代
か
ら
民
主

化
を
求
め
る
運
動
を
続
け
て
き
た
闘

士
だ
。
台
湾
初
の
野
党
結
成
も
命
が

け
で
実
現
し
た
。
民
主
化
を
政
権
内

部
か
ら
成
し
遂
げ
、
２
０
２
０
年
７

月
に
97
歳
で
死
去
し
た
元
総
統
、
李

登
輝
の
後
継
者
と
い
っ
て
い
い
。

　

Ｇ
７
広
島
サ
ミ
ッ
ト
を
機
に
「
平

和
こ
そ
世
界
の
『
核
心
的
利
益
』」

へ
の
行
動
を
日
本
に
求
め
る
駐
日
代

表
、
謝
長
廷
の
姿
を
現
在
、
過
去
、

未
来
の
観
点
か
ら
描
く
拙
書
「
謝
長

廷
と
台
湾
と
日
本
」
が
今
月
12
日
、

産
経
新
聞
出
版
か
ら
発
刊
さ
れ
る
。

お
手
に
取
っ
て
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い

だ
。　
　
　
　
　
　
　
　
（
敬
称
略
）

首
都
モ
ス
ク
ワ
を
公
式
訪
問
。
プ
ー

チ
ン
と
首
脳
会
談
を
行
っ
た
。

　

戦
略
的
協
力
と
包
括
的
パ
ー
ト
ナ

ー
関
係
深
化
に
関
す
る
共
同
声
明
に

署
名
し
、
米
欧
に
対
抗
す
る
姿
勢
を

鮮
明
に
し
た
習
近
平
と
プ
ー
チ
ン
。

強
権
主
義
国
家
を
率
い
る
２
人
に
と

っ
て
「
和
平
」
と
は
、
振
り
上
げ
た

拳こ
ぶ
しの
落
と
し
ど
こ
ろ
と
し
て
停
戦
に

持
ち
込
む
こ
と
を
意
味
し
、
紛
争
の

な
い
「
平
和
」
な
社
会
を
実
現
す
る

　

中
国
の
習
近
平
は
２
０
１
２
年
に

共
産
党
総
書
記
の
座
に
初
め
て
就
い

て
以
来
、
こ
と
あ
る
ご
と
に
「
台
湾

は
中
国
の
核
心
的
利
益
だ
」
と
繰
り

返
し
て
い
る
。
台
湾
は
中
国
領
の
一

部
だ
と
い
う
主
張
を
め
ぐ
っ
て
は
、

譲
歩
の
余
地
な
ど
１
ミ
リ
も
な
い
、

と
の
強
烈
な
表
現
だ
。
13
年
に
国
家

主
席
と
な
り
、
昨
秋
、
総
書
記
と
し

て
異
例
の
３
期
目
に
突
入
し
て
権
力

の
一
極
集
中
を
加
速
す
る
習
近
平
だ

が
、
他
方
で
こ
の
「
核
心
的
利
益
」

と
の
主
張
を
正
反
対
の
意
味
で
展
開

す
る
人
物
が
現
れ
た
。
台
湾
政
府
の

駐
日
代
表
、
謝
長
廷
だ
。

台湾の駐日代表
謝長廷氏が語る
平和こそ世界の
「核心的利益」

かわさき・ますみ／ 1959年東京都生まれ。日大藝術学部放送学科卒。87
年産経新聞社に入社。95〜 96年シンガポール国立大学華語研究センタ
ーに派遣留学。経済部記者、台北支局長、上海支局長、論説委員を経て
2022年 4月から現職。著書に『李登輝秘録』（産経新聞出版）など。

東京国際大教授
河崎　眞澄

台湾初の直接選挙による総統選で勝利し、支持者に手を振って
応える李登輝（当時）＝1996年3月、台北市

謝長廷

新刊「謝長廷と台湾と
日本」

行
政
院
長
を
歴
任


